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はじめに 

 

この報告書は令和４年９月１３日・１４日の両日にわたって京都大学宇治キャンパスお

よびオンラインのハイブリッドで開催された防災研究所一般研究集会 2022K-01「台風・豪

雨など極端気象による都市の災害リスク評価に関する研究集会」で発表された内容を取り

まとめたものです。この研究集会は、通称「台風研究会」として開催してきたものを発展

させ、台風だけでなく豪雨や暑熱環境も含めた極端気象を対象として都市災害への影響に

ついて幅広く議論しようという意図で企画したものです。研究集会を「都市極端気象シン

ポジウム」と銘打って、第 1 回都市極端気象シンポジウム・第 18 回台風研究会として実施

いたしました。 

日本では毎年のように、台風や豪雨による風水害によって多くの人命・財産が失われて

います。最近では、猛暑の影響も深刻で、猛烈な暑さを災害級などと表現されるようにな

っています。こういった風水害や暑熱災害は、特に都市生活への影響が顕著です。気候変

動や都市再開発による環境変動を考慮すれば、極端気象による都市の災害リスクを理解す

ることは、災害に適応する社会構築に重要と言えます。こういう観点から、本研究集会で

は、台風研究者のみならず、極端気象と都市災害に係る研究者が一堂に会し、都市災害リ

スクについて多角的に討議することができました。 

研究集会では、２日間にわたって 24 件の講演が行われました。今回の研究集会では、初

めての試みとして、優秀な研究発表をした若手研究者・大学院生を対象として、「優秀発表

賞」を設けました。受賞されたのは次の 3 名の皆様です。おめでとうございます。 

 

富山大学  小野 有紀さん 

筑波大学  佐藤 拓人さん 

北海道大学 丹治 星河さん 

 

本報告書を皆様の研究や実務等に役に立てていただければ幸いです。 

 

 

令和５年３月 

 

研究代表者 日下 博幸（筑波大学） 

所内担当者 竹見 哲也（京都大学） 
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